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１１．． 年年度度「「宇宇宙宙工工学学講講座座実実施施報報告告書書」」にに寄寄せせてて

岐阜県はアジア 航空宇宙産業クラスター形成特区であり、その中枢を担う将来の高度専門職業人材の育成が期待さ

れています。このような観点から、東海国立大学機構（岐阜大学・名古屋大学）、岐阜県、（株）川崎重工業航空宇宙カン

パニーを中心とした、内閣府の手厚い支援を受けた共同事業「航空宇宙生産技術人材育成・研究開発プロジェクト」が、

岐阜大学キャンパス内に新築された建屋を中枢として極めて活発に進行しています。また、宇宙人材育成についても岐阜

県と岐阜大学が立ち上げた「ぎふ宇宙プロジェクト研究会」の高度宇宙人材育成プロジェクト 岐阜県補助金事業 として、

岐阜大学で様々プログラムを実施してきました。今年度からは「ぎふ宇宙プロジェクト研究会」を拡大発展させた「ＧＩ

ＦＵスペースビジネス協議会」が発足しました。岐阜大学は高大連携教育として「宇宙工学講座」を 年度にスタート

し今年度で 年目を迎えました。本講座では幅広い地域の高校が参加できるようにスタート時からリモートを中心とした

講座を実施し多くの受講生が参加してきました。本講座は 年度まで岐阜大学地域協学センター ＋事業として実施

されてきましたが、 年度から高度宇宙人材育成プロジェクトの基盤プログラムとして実施しています。共催の岐阜工

業高等専門学校、各務原市、かかみがはら航空宇宙博物館、岐阜県教育委員会、東海国立大学機構航空宇宙生産技術開発

センター、後援の岐阜県工業会、中日本航空専門学校、さらに協力を宇宙航空研究開発機構（ ）、フランスの

、川崎重工業株式会社から頂いています。皆様方からのご支援があってこその「宇宙工学講座」であり、改めて関

係各位に御礼を申し上げます。今後も地域協学センターと宇宙研究利用推進センターが緊密に連携することでより充実し

たプログラムを展開していく予定です。

さて今年度も県内の幅広い地域から 校 名（修了生 名）の生徒の皆さんが受講してくれました。開講式では、

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館の常田館長ご協力により、ＮＡＳＡアジア担当代表のアンドリュー・マシオラ氏の特別

講演が行われ、受講生から多くの質問がありました。また、宇宙関係機関を見学する 泊 日の見学ツアーでは、国立天

文台野辺山宇宙電波観測所や 筑波宇宙センターでの見学に加え、本講座卒業生との交流イベントを実施しました。さ

らに「宇宙甲子園缶サット部門」の岐阜大会を 年 月 日に開催し、オープン参加を含む 校 チームが競技を行

いました。また、今年度は全国大会を岐阜大学で 年 月 日～ 日に開催しました。なお本講座修了生の皆さんは進

級、進学を含め、様々な進路に進みます。この講座で獲得した宇宙工学を通じた経験、得られた科学的な視野はこれから

大いに役立つものと思います。いろいろな分野・領域で生かしていって頂きたいと思います。

また、これまでの「宇宙工学講座」で実施してきた基盤教育をベースに 年度から宇宙実践教育として開始したプ

ログラムが「ぎふハイスクールサット（ ）プロジェクト」です。本プロジェクでは阜県内の高校生を中心としたチー

ムがキューブサットを制作し国際宇宙ステーション から軌道上に放出し様々な演習を行うものです。昨年度 月に

に引き渡されたフライトモデルがドラゴン補給船に搭載され 月にスペース 社のファルコン ロケットでフロリ

ダから に向けて打ち上げられました。また、 月には から高度 の軌道に無事投入されました。残念なが

ら、打ち上げの遅れによるバッテリーの低下等の影響で、予定していた写真撮影、音声データ送信のミッションは実行で

きませんでしたが、岐阜大学との連携の下に高校生が主体となって実衛星を製作し、ＪＡＸＡの厳しい審査基準をクリア

し、軌道投入まで行えたことは、今後の岐阜県における高度宇宙人材育成の基盤となることが期待されます。

本講座は東海国立大学機構岐阜大学の事業として継続します。さらに来年度も新しい受講者を迎え一層発展し、我が国

のサイエンスまた地域の繁栄に寄与していく所存です。

修了生諸君の今後の活躍と、来年度もフレッシュな高校生を迎え皆様とご一緒できる機会を大いに楽しみにしていると

記し、 年度「宇宙工学講座実施報告書」への寄稿といたします。

年 月 日

国立大学法人東海国立大学機構

岐阜大学 学長 吉 田 和 弘
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２２．．宇宇宙宙工工学学講講座座ににつついいてて

岐阜県・岐阜大学「ぎふ宇宙プロジェクト研究会」高度宇宙人材育成プログラム 基盤育成講座・演習

主催：岐阜大学（実施主体 岐阜大学地域連携推進本部／工学部）

共催：各務原市、岐阜県教育委員会、 公財 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、岐阜工業高等専門学校、

東海国立大学機構航空宇宙生産技術開発センター

後援： 一社 岐阜県工業会、中日本航空専門学校

協力：宇宙航空研究開発機構 、 、川崎重工業株式会社

２２．．１１ 講講座座構構成成

本講座は、ＴＶ会議システムを活用した「宇宙工学講座」、宇宙甲子園缶サット部門岐阜地方大会、モデルロケット・模

擬衛星実習から構成する。

１．宇宙工学講座（ 会議システム活用）

宇宙工学に関する基礎知識を習得し、今後の人工衛星・ロケット・航空産業で活躍する人材育成を、学校を超えた仲間

で行う事を目的として実施する。岐阜県内の高校に通う生徒が、大学・ などの技術者・研究者を講師とする最先端の

宇宙教育を、ＴＶ会議システムを活用して自分の学校で受講する。講義だけでなく、最先端の技術を見て・聞く体験とし

て、 施設等で見学・研修を実施する。また，参加校の垣根を超えてグループ学習を行う。

２．宇宙甲子園缶サット部門岐阜地方大会（中部東海地方大会）

高校生が自作した缶サットの打上げ、放出・降下等の過程を通じ、技術力・創造力を競うことで次のことを目的とする。

（１）理工系の楽しさ、面白さ、魅力などを感じてもらい、広く科学や工学への興味と関心を高めること。

（２）座学で学んだ知識について、その働きと役割を自ら実感できる体験をすること。

（３）与えられた課題だけでなく、生徒自ら課題を発見できる能力やプレゼンテーション能力を身につけること。

（４）理工系への進路選択を後押しすること。

（５）全国大会に出場するチームの選考とする。

また、本学の学部学生、大学院生がスタッフとして参加し、大会運営補助に加え、高校生とミッションについての意見

交換、助言を行う。

・実施・審査： 以下の４項目により審査する。

・機体審査：サイズ，重量などの計測

・事前プレゼン審査：ポスターを用いてミッションの紹介

・性能審査：参加校の缶サットを主催者側のモデルロケットで打ち上げ、落下・動作確認を行う

・事後プレゼン：ＰＣを用いたプレゼンテーション

３．モデルロケット・模擬衛星実習

モデルロケット、模擬衛星に関する製作教室、缶サット向上講座を通じて、缶サットミッションに関して一段高いレベ

ルに基盤的能力を伸ばす。

（１）モデルロケット教室 高校生、高専生、学部学生・大学院生にモデルロケットに関する基礎知識、エンジンに関す

る基礎知識、火薬エンジンを安全に使用するためのルールについて講義を実施し、加えて実際にモデルロケットの打ち上

げ講習を行い、モデルロケット技術を習得する。

（２）缶サット製作教室 高校生、高専生に対し缶サットの製作基礎からワンボードマイコンによるプログラミングまで

の基本的知識に関する講義を実施する。また、缶サットミッション構築についての教育、指導を行う。

（３）缶サット向上講座 高校生、高専生に対し缶サット甲子園で製作した缶サットのハードウェアおよびソフトウェア

について大学教員・学部学生・大学院生が専門的な視点で問題点を指摘し、改善策を一緒に考えブラッシュアップを行う。

また、缶サット甲子園全国大会に向けてのスキルアップを目的に発表資料の作成や説明方法などのプレゼンテーション技

術を指導する。

3



３３．．宇宇宙宙工工学学講講座座（（テテレレビビ会会議議シシスステテムム活活用用））

３３．．１１ 実実施施概概要要

◇実施期間等

令和 年 月 日（日）～ 月 日（土）

講座数（開閉講式を除く）全 回（ 回／月） 第 ・ ・ 水曜日 時～ 時 １時間 （原則）

◇受講方法

インターネットを利用したＴＶ会議システムにより、所属校（参加校）で講義受講

講座内容 宇宙環境とは、人工衛星の軌道・制御手法・制御エンジン・電力システム等の講義及びグループワーク

講師 岐阜大学教員、 その他関係機関

◇参加資格 岐阜県内高等学校在学中の生徒、岐阜工業高等専門学校の３年生までの学生

◇参加要件 ＴＶ会議システムおよび へのインターネット接続が可能なこと

実施予定日時に講座受講が可能なこと

◇修了要件 講座の 以上の受講・レポート提出（学校行事等で受講できない場合は後日ビデオ受講）

◇開講式 令和 年 月 日（日） 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館（岐阜県各務原市下切町５丁目１）

閉講式 令和 年 月 日 土 岐阜大学講堂（岐阜県岐阜市柳戸１－１）

３３．．２２ 実実施施講講座座

回 実施月日 テーマ 講師

開講式
月 日
（日）

午前：自由見学
特別講演「 」
開講式後：グループワーク

氏

月 日
（水）

多波長観測で探る
宇宙の極限現象

岐阜大学
佐野 准教授

月 日
（水）

超音速飛行から宇宙へ
岐阜大学

朝原 准教授

月 日
（水）

宇宙軌道とロケット
岐阜大学
宮坂 教授

月 日
（水）

宇宙機の電力システム
岐阜大学

西田 准教授

月 日
（水）

宇宙機の信号処理
岐阜大学
毛利 教授

月 日
（水）

宇宙科学の最前線
清水 氏

月 日
（水）

無重力環境とその利用
岐阜大学
高橋 教授

月 日
（水）

軌道上実験プロジェクトの実際
岐阜大学

小林 准教授

月 日
（水）

フランスでモデルロケット、缶サットを
ｍまで打ち上げるには？

岐阜大学
佐々木 特任教授

見学
ツアー

月 日（土）

月 日
（日）

国立天文台野辺山宇宙電波観測所見学

国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ
【卒業生との交流イベント】

筑波宇宙センター見学

国立天文台 西村所長

大塚 氏

閉講式
月 日
（土）

特別講演「激しく活動する太陽」

修了証書授与等

名古屋大学宇宙地球環境
研究所 増田准教授
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３３．．３３ 講講座座参参加加校校、、受受講講・・聴聴講講・・修修了了者者

学校名
受講人数

計 １年生 ２年生 ３年生

岐阜高等学校 ４ ２ ２

岐阜北高等学校 １１ ９ ２

岐山高等学校 １５ １２ ３

岐阜総合学園高等学校 ７ ５ ２

大垣北高等学校 ３ ３

大垣東高等学校 １ １

大垣工業高等学校 １０ １０

多治見北高等学校 ２３ １２ １１

関市立関商工高等学校 １ １

恵那高等学校 ３ １ １ １

可児高等学校 ３ ３

岐阜工業高校 ８ ７ １

高山西高等学校 ９ ９

中京高等学校 ２ ２

帝京大学可児高等学校 １ １

岐阜工業高等専門学校 ３ ２ １

合計 １０４ ５８ ３４ １２

  

  
聴聴講講生生：：１１校校１１名名   

学校名
聴講人数

計 １年生 ２年生 ３年生

岐阜北高等学校 １ １

合計 １ １
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平成２８年度以降のまとめ

参加

校数

修了生数（受講生数） 聴講生

人数 男子 女子 １年 ２年 ３年 人数

平成 年度
９

３６
（３６）

３４
（３４）

２
（２）

１２
（１２）

１２
（１２）

１２
（１２）

平成 年度
１６

３４
（３４）

２６
（２６）

８
（８）

１５
（１５）

１１
（１１）

８
（８）

２

平成 年度
１３

４２
（４２）

３６
（３６）

６
（６）

１８
（１８）

１８
（１８）

６
（６）

２

令和元年度
１８

５５
（５８）

４５
（４８）

１０
（１０）

２８
（３０）

２０
（２１）

７
（７）

令和 年度
１０

４４
（４６）

１７
（１８）

２７
（２８）

２７
（２８）

１２
（１３）

５
（５）

２

令和 年度
１２

５４
（６２）

４４
（５１）

１０
（１１）

１５
（１８）

３４
（３９）

５
（５）

１

令和 年度
１７

８４
（９７）

６１
（７２）

２３
（２５）

３６
（４０）

３６
（４１）

１２
（１６）

４

令和 年度
１９

６５
（８９）

５２
（７０）

１３
（１９）

４２
（５７）

１４
（２３）

９
（９）

１

令和 年度
１８

６５
（８６）

４３
（６０）

２２
（２６）

４２
（６１）

１９
（２１）

４
（４）

１

令和 年度
１６

８３
（１０４）

５９
（７４）

２４
（３０）

５０
（５８）

２３
（３４）

１０
（１２）

１

計 ９６
４９７

（６５４）
３６５

（４８９）
１３２

（１６５）
２４３

（３３７）
１８５

（２３３）
６９

（８４）
１４
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３３．．４４ 講講師師・・ススタタッッフフ紹紹介介

開開講講式式 特特別別講講演演講講師師

米航空宇宙局（ ）アジア担当代表 アンドリュー・マシオラ氏

コーディネータ 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館館長 常田 佐久 氏

ググルルーーププワワーークク企企画画・・課課題題検検討討運運営営

航空宇宙生産技術開発センター 准教授 尾関 智恵

見見学学ツツアアーー講講師師

国立天文台 野辺山宇宙電波観測所 西村 淳 氏

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 有人宇宙技術部門有人技術センター

主幹研究開発員 大塚 聡子 氏

閉閉講講式式 特特別別講講演演講講師師

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学 宇宙地球環境研究所

准教授 増田 智 氏

講講座座講講師師

第６回外部講師 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所 清水 幸夫 氏

国立大学法人東海国立大学機構 岐阜大学 工学部附属宇宙研究利用推進センター

第１回 工学部電気電子・情報工学科 准教授 佐野 栄俊

第２回 工学部機械工学科 准教授 朝原 誠

第３回 工学部機械工学科 教授 宮坂 武志

第４回 工学部機械工学科 教授 毛利 哲也

第５回 工学部機械工学科 准教授 西田 哲

第７回 工学部機械工学科 教授 高橋 周平

第８回 工学部機械工学科 准教授 小林 芳成

第９回 地域連携本部地域協学センター 特任教授 佐々木 実
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佐々木 実（ささき みのる）

【所属・役職】

岐阜大学 地域協学センター特任教授

【担当講義の内容】

年からフランス国立宇宙研究センター の Planète Sciences が後援しているロケット打ち上げ

イベントに参加しています。ロケットの企画、設計、製作、打ち上げ、結果分析、報告という一連のプロセスを

経験することで、確かな専門知識と技術、広い視野と総合的な判断力、優れた理解力を身につけることができる

プロジェクトの紹介をします。

【趣味】

読書、モデルロケット

【研究の概略】

生体信号を使ったロボット制御の研究をしています。脳波・眼電・筋電を使って、ロボットを動かすインター

フェースや軽量・高速に柔軟なロボットアームを動かしても振動しない制御法の開発、人間の筋肉のような柔ら

かいアクチュエータ、同軸 輪の案内移動ロボット、自律移動する小型ドローン衛星を積んだ実験ロケットなど

の研究・開発をしています。 
http://www.ics.human.gifu-u.ac.jp/index.html 
 
【コメント】

私と同じように飛行機やロケットや人工衛星などに興味を持っている若い皆さんと何が知りたいのか？どん

な興味があるのか？大学の講義の内容を皆さんに分かりやすく説明して、皆さんの今後に少しでもつながるこ

とを期待しています。

 
フランスでの実験ロケット打ち上げ 

8



高橋 周平（たかはし しゅうへい） 

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 機械コース・教授

【担当講義の内容】

国際宇宙ステーション（ ）では，重力がほとんどない微小重力環境を利用して、様々な分野の科学実験

が行われています。日本は燃焼研究分野に対して世界で初めて微小重力環境を利用した歴史があり、現在で

も先進的研究が多く行われています。講義では，岐阜大学の研究チームが行う“こうのとり 号機”で に

打ち上げられた固体燃焼実験装置（ ）を使った宇宙火災実験

（ プロジェクト）を紹介します。

【趣味】

模型製作、キャンプ（たきび）

【研究の概略】

長期の有人宇宙活動では、火災安全を確保することが重要課題の つです。国際宇宙ステーションや、将来

計画されている月面基地建設、火星探査のように重力レベルが地球と異なる環境では物はどのように燃え拡

がるのかということを研究して、有人宇宙活動における火災安全基準の策定を行っています。宇宙に行かな

くても，落下塔や航空機実験で微小重力状態を作ることができ，このような環境で実験を行うことで、軌道

上実験のための有用な知見を蓄積しています。

【コメント】

航空宇宙工学は夢とロマンがあり、またその裾野も非常に広い分野にわたっています。みなさんもいろい

ろなものに興味を持って、どんどん質問してください。

 

 
 

ISS に搭載されている SCEM の外観図 (JAXA 提供）と燃え拡がり実験の結果
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宮坂 武志（みやさか たけし）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 知能機械コース・教授

【担当講義の内容】

人工衛星は、大気の抵抗や月の引力などから，常に軌道からずれるように働きを受けています。そこで、小型

のロケットを噴射して元に戻し続けなければいけません。この作業に対してロケットに求められる性能について

説明したいと思います。また、この人工衛星用だけでなく探査機用等に期待されている電気ロケットについてミ

ッションとともに紹介したいと思います。

【趣味】

欧州サッカー観戦，サッカーゲーム

【研究の概略】

電気ロケットの研究をしています。電気ロケットは従来のロケットよりも燃費が非常に良く、長期間の人工衛

星制御や惑星探査用エンジンとして適しています。現在、オール電化衛星や大型宇宙ミッションへの適用を目指

して複数の電気ロケットからなる推進システムの研究開発を進めています。

【コメント】

スターウォーズなど最近の宇宙の映画にでてくるロケットは電気ロケットです。つまり、宇宙工学を勉強する

ということはそれらの世界が一気に身近になることを意味しています。実際の宇宙開発もまもなく月の周りをま

わる国際宇宙ステーション（ ）、火星有人探査と本格的な有人ミッションの時代に入ります。皆さんが宇

宙工学の道に進んだ場合、この本格的な有人ミッション時代の宇宙工学分野を担うことになります。本講座で宇

宙工学に興味を持ってもらえれば幸いです。宇宙工学研究や進路についての質問があればいつでも相談してくだ

さい。

 
 
 
 
 
 
 

における電気ロケットクラスタシステムの実験

クラスタシステム適用イメージ
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毛利 哲也（もうり てつや）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 知能機械コース・教授

【担当講義の内容】

人工衛星や宇宙ステーションでは、気象情報などの多くの自然環境のデータを計測しています。担当回では，

缶サットでも利用されるような簡易な計測機器や計測したデータの処理方法について紹介していきます。

【趣味】

宇宙やロボットに関する映画鑑賞，リトアニアとの交流

【研究の概略】

人間の「手」を目指したロボットを研究しています。 本の指で色々な物を掴んだり、摘んだりできる人間型ロ

ボットハンド、表面筋電位で動作する義手，災害現場でも利用できる大きな力を持ったロボットハンドを研究・

開発しています。 
http://www1.gifu-u.ac.jp/~kawalab/index.html 
 
【コメント】

「何で？」と疑問に思ったことは、すぐに質問してください。是非、分からないことは皆で一緒に考えましょ

う。答えは つでないことも多々あるので、他の学校の学生とのコミュニケーションを取りながら進めていける

とよいですね。

岐阜とは杉原千畝氏の関係が深いリトアニアの文化・歴史・習慣等について学ぶリトアニア勉強会を開催して

います。高校生の参加も大歓迎なので、興味がればお知らせ下さい。

 

人間型ロボットハンド
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西田 哲（にしだ さとし）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 機械コース・准教授

【担当講義の内容】

人工衛星などで使用される電力は太陽電池を使用して発電されています。発電した電気は二次電池に蓄えられ、太陽の

光が当たらない状況でも人工衛星が働けるように使用されます。私の担当回では，太陽電池や二次電池とは何かという一

般的な話と、人工衛星などで使用される太陽電池、二次電池の特徴について紹介したいと思っています。

【趣味】

テニス，サッカー観戦、温泉巡り

【研究の概略】

エネルギーを効率よく利用するために、プラズマを利用して薄膜の作製、作製された薄膜の分析、表面改質を行う

研究をしています。具体的には太陽電池、二次電池、プラスチックへのガスバリアコーティングなどが研究対象です。

【コメント】

航空，宇宙分野に使われている技術には最先端のものが多くあります。これらの技術も基本的な部分はみなさんが

普段学校で勉強する内容に関係しています。色々技術に興味を持って、自分で調べたり，講師の先生に質問したりし

てください。

二次電池電極用シリコンナノ構造膜の電子顕微鏡画像
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朝原 誠（あさはら まこと）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 知能機械コース・准教授

【担当講義の内容】

航空機と宇宙機の技術と発展の歴史には類似点がたくさんあります。航空機の技術や歴史を学ぶことは、宇宙機の

開発に大変役立ちます。私の担当講義では、近年、開発が活発に行われている超音速航空機の技術を紹介します。ま

た、近年では宇宙往還機による宇宙旅行計画が発表され、航空機と宇宙機の連携による宇宙事業の推進が期待されて

います。航空機と宇宙機の連携についても紹介したいと思います。

【趣味】

空港めぐり（羽田空港お勧めルート： タミ 江戸小路・はねだ日本橋 → タミ プラネタリウム → タミ 羽田

空港神社 → タミ グッズ物色 → タミ グッズ物色 → タミ パンケーキ → タミ 展望デッキ 夕

方着陸ラッシュ時の飛行機大名行列観望）最近は便数が少なくなり、行列ができなくなってしまいました…

【研究の概略】

激しい燃焼をロケットや航空機のエンジンに応用するための研究開発を行っています。特に、 ロケットの燃料で

ある水素の燃焼研究を行っており、水素製造から水素のエネルギー変換まで、幅広く研究しています。最近では、スペ

ース のファルコンや、 の （北海道で打ち上げているロケット）の燃料である炭化水素系燃料（入手しやすい

安価な燃料）の燃焼研究も行っています。今後は、月や火星で生活するためのエネルギー循環システムの研究をしたい

と考えています。

【コメント】

私は飛行機に乗るとき、後部窓側の座席を確保するようにしています。離着陸時の主翼の形状を観察しやすいから

です。離陸前は燃料（主翼内に燃料タンクがある）と自重で主翼が垂れ下がっています。高校物理で習う作用線（下向

きの矢印）が頭に浮かぶでしょう。飛行機が滑走路で加速すると、揚力による上向きの作用線が少しずつ大きくなり、

機体の重力に打ち勝ちます。このとき、主翼は美しい弧を描きますが、この形状は微分積分を駆使することで計算でき

ます。着陸時には機体が主翼を支え、飛行時には主翼が機体を支えるため、主翼の付け根部分には、離着陸を繰り返す

度に向きが変わる大きな力がはたらきます。みなさんの住む東海地区では、この特異な力に絶える主翼の付け根部分

が製造されています。高校や本講座で学習したことの一端を日常生活で感じることができると楽しいですね。楽しみ

ながら学習しましょう！  
 

水素噴射火炎の赤外線写真

→ →  

液体が高速気流中で微粒化する様子 
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小林 芳成（こばやし よしなり）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 機械工学科 機械コース・准教授

【趣味】

スキー・スノーボード・スケートボード

【研究の概略】

燃焼工学を中心として、航空宇宙・エネルギー・火災に関する研究を行っています。航空宇宙分野に関連する研究と

しては、地上と宇宙では燃え方がどのように異なるのか研究したり（図１）、ロケットに似た小型衛星用の推進システ

ムの開発（図２）に取り組んでいます。いずれも、将来の宇宙開発に貢献し得る、ポテンシャルを秘めた面白い研究テ

ーマです。

【コメント】

私は，高校生の時に航空宇宙工学に興味を持ったことがきっかけで，今その分野の研究を仕事としています。高校生

のみなさんが本講座を受講されて、航空宇宙分野への興味をより一層膨らませ，将来その分野で活躍されることを期

待しています。共に学び、頑張りましょう！

 
地上（左）と微小重力環境（右）におけるポリエチレン平板の燃え拡がり挙動の違い

小型衛星用固体マイクロスラスターの作動時の様子 
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佐野 栄俊（さの ひでとし）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 電気電子・情報工学科 応用物理コース・准教授

【担当講義の内容】

なぜ、人類は宇宙を目指すのでしょうか。本講義の前半部分では、宇宙開発と宇宙科学（天文学）それぞれの立場から、

宇宙ミッションの意義について概観します。国際宇宙ステーションにおける無重力実験にはじまり、衛星コンステレーシ

ョンの実用化など、人類の宇宙進出は私たちの生活を豊かにしてきました。また、ハッブル宇宙望遠鏡などの天文観測衛

星や、はやぶさに代表される宇宙探査機の活躍は、宇宙における私たちの立ち位置を知るための、重要な観測装置です。 

後半では、宇宙を研究する手段としていま最も注目されている「多波長解析」について講演します。多波長解析とは、

さまざまな波長の光（電磁波）で天体を観測し、ひとつの天文現象を多角的に捉える試みです。本講演では、星の最晩年

の大爆発で作られる星雲「超新星残骸」の多波長解析を例に、天文学研究の最前線について紹介します。

【趣味】

天文データ解析、論文執筆、弓道（四段）、読書、旅行、温泉

【研究の概略】

宇宙の極限現象の一つである「超新星残骸」は、大質量星 (太陽の 8 倍以上の質量を持つ巨大星) やある種の連星系が、

その一生の最期に大爆発を起こして作られる星雲です。秒速 1 万キロメートルの膨張衝撃波は、宇宙を満たす粒子放射線 
(宇宙線) の発生源として最有力視されていたものの、発見から 100 年経った今も議論が続いていました。

私たちは、超新星残骸から放射されるエックス線やガンマ線と、電波のデータを組み合わせる画期的な手

法により、宇宙線発生源の特定に世界で初めて成功しました。ほかにも、年老いた太陽からのガス放出の

仕組みや、大質量星の誕生の仕組みについての最先端の研究も進めています。岐阜大学が運用する 11-m 
電波望遠鏡を用いた科学観測や機器開発も実施しています。詳しくは、宇宙科学研究室のホームページ 
(右の QR コード、または https://www1.gifu-u.ac.jp/~sslab/) をご覧ください。 
 
【コメント】

宇宙に携わる職業として「天文学者」という選択肢があります。天文学者は、単に宇宙を観測し得られたデータを解析

するだけでなく、観測装置の設計・製作と評価、望遠鏡の保守運用に至るまで、理学と工学の知識を結集して研究にあた

ります。本講座が、受講される高校生のみなさんにとって、将来を考えるキッカケのひとつとなれば幸いです。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な波長の光（電磁波）で見た超新星残骸の様子。観測波長によって捉えられる物質や現象、温度・密度などが異なる

ため、組み合わせることで、ひとつの天文現象を多角的に分析できる。

15



尾関 智恵（おぜき ともえ）

【所属・役職】

岐阜大学 高等研究院 航空宇宙生産技術開発センター 准教授

【趣味】

関連，華道・茶道・ラジオを聴くこと・ガジェット集め

【研究の概略】

問題解決方略の創出・多様な学習活動の促進が期待できるヒトとロボットの社会的関係をデザインするため、ヒューマ

ンエージェントインタラクション・ヒューマンロボットインタラクション研究を進めている。宇宙開発には人同士の信頼

関係だけでなく、道具やロボットおよび 技術などの技術に対する信頼や安全性も重要です．人の心理的傾向からどのよ

うに道具やロボットをデザインするとミスを避け、協調的に働けるのかを探っています。

【コメント】

大学４年間は天文クラブにて茶臼山や御園町に天体観測に出かけていました．最近は外出がなかなかできないので 空

間で宇宙観測やそれを超える体験のできる天文仮想研究所というコミュニティにもお邪魔しています．星空はいいですよ

ね！星占いも好きです！よろしくお願いします．

で宇宙愛好家コミュニティのイベントに参加している様子
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村瀨 建（むらせ たける）

【所属・役職】

岐阜大学 工学部 電気電子・情報工学科 助教

【趣味】

音楽 ピアノとギター 、天体写真、古いオーディオ集め、廃線巡り、古地図探索

詳細は個人 をご覧ください。

【研究の概略】

電波望遠鏡を用いて、星の材料である「星間物質」の観測的研究を行っています。星は宇宙空間に薄く広がるガスが集

まり、圧縮されることで誕生します。この星形成のプロセスを理解するためには、その材料となるガスを探究することが

欠かせません。電波を用いた天体観測では、このガスが放射する電磁波を望遠鏡で捉え、運動や温度、密度などの物理的

性質を測定することが可能です。私たちは、長野県にある野辺山 45-m 電波望遠鏡を用いて観測を実施し、星の誕生が周囲

の星間環境に与える影響や、ガスの乱流構造に関する研究を進めています。また、岐阜大学構内に設置されている口径 11-
m の電波望遠鏡を運用しています。観測装置の開発やメンテナンス、さらに科学観測を行うなど、理学と工学を横断する

研究活動も展開しています。私たちの研究活動について、さらに詳しい情報は岐阜大学宇宙科学研究室の HP 
(https://www1.gifu-u.ac.jp/~sslab/)をご覧ください。 
 
 
【コメント】

私は高校生の頃まで、将来なりたい職業は研究者でも天文学に関するものでもなく、電化製品 特にオーディオ機器 の

開発や制作をしたいと思っていました。しかし、高校時代に参加した天体観測施設での研修が、私に「天文学者」という

新しい道を開いてくれました。人生を劇的に変えるような出来事というのは、突然やってくるものだと実感しています。

この講座の中で、皆さんにとっても人生を変えるような素敵な出会いがあればと願っています。一緒に楽しんで学んでい

きましょう！

 

左 天の川銀河の位置領域を可視光、赤外線、電波で観測した様子。それぞれの波長で捉えられる物質が異なる。

右 岐阜大学 望遠鏡の運用、開発、メンテナンスの様子。
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３３．．５５ 宇宇宙宙工工学学講講座座 受受講講のの手手引引きき（（受受講講者者用用））
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４４．．開開講講式式
４４．．１１ 式式次次第第

日時：令和７年６月 日（日） ： ～

場所：岐阜かかみがはら航空宇宙博物館シアタールーム

司会：岐阜大学 高橋 周平 教授

１．開会の挨拶

岐阜大学 吉田 和弘 学長

２．関係機関等紹介、関係機関代表挨拶

岐阜県 江崎 禎英 知事

３．宇宙工学講座実施説明

岐阜大学地域協学センター 佐々木 実 特任教授

４．受講生紹介、受講生代表挨拶

岐阜高等学校２年 都竹 菜月 さん

５．宇宙人材育成事業紹介

・ 宇宙人材育成が新たなステージへ

岐阜大学 宮坂 武志 教授

・缶サットプログラム紹介・報告

岐阜大学 毛利 哲也 教授

・「ぎふハイスクールサット（ ）プログラム」紹介・報告

岐阜大学 朝原 誠 准教授、岐阜工業／大垣工業／岐阜北高等学校

・ 愛称・エンブレム発表

岐阜大学 西田 哲 准教授、岐阜北高等学校 長井 静香 教諭

６．記念撮影

７．特別講演「 」

米航空宇宙局（ ）アンドリュー・マシオラ アジア担当代表

８．閉会の挨拶

岐阜大学 杉山 誠 副学長 地域連携推進本部長

【開講式後行事】

・受講方法、 会議システム利用方法説明（シアタールーム：岐阜大学 西田 哲 准教授）

・グループワーク（オリエンテーションルーム：岐阜大学・航空宇宙生産技術開発センター 尾関 智恵 准教授、岐阜

大学 毛利 哲也 教授、岐阜大学 村瀬 建 助教）

４４．．２２ 実実施施報報告告

令和７年６月 日、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館において「令和 年度宇宙工学講座開講式」を開催した。本開講

式は、宇宙分野における次世代人材の育成を目的として実施される宇宙工学講座の開始にあたり、関係者および受講生が

一堂に会し、その趣旨と今後の展開を共有する場として開催された。

開講式は、岐阜大学 高橋周平教授の司会により進行され、冒頭、岐阜大学 吉田和弘学長より開会の挨拶が行われた。

吉田学長からは、宇宙工学講座の意義と、地域と連携した人材育成への期待が述べられた。

続いて、関係機関の紹介が行われた後、岐阜県 江崎禎英知事より代表挨拶があり、岐阜県としての宇宙産業振興および

若者への期待について力強いメッセージが送られた。
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次に、岐阜大学地域協学センター 佐々木実特任教授より、宇宙工学講座の実施概要について説明が行われ、講座の目的、

年間スケジュール、学修内容および受講生への期待が具体的に示された。

その後、受講生の紹介が行われ、受講生を代表して岐阜高等学校 年の都竹菜月さんより挨拶があった。都竹さんから

は、講座への参加に対する抱負と、宇宙分野への強い関心が述べられ、会場から温かい拍手が送られた。

続いて、宇宙人材育成事業の紹介が行われた。はじめに、岐阜大学 宮坂武志教授より、「

宇宙人材育成が新たなステージへ」と題し、これまでの取り組みと今後の展望について説明があった。続いて、岐阜大学

毛利哲也教授より缶サットプログラムの紹介・報告が行われ、実践的な教育活動の成果が共有された。さらに、岐阜大学

朝原誠准教授より、「ぎふハイスクールサット（ ）プログラム」の紹介・報告が行われ、岐阜工業高等学校、大垣工業

高等学校、岐阜北高等学校における取り組みが紹介された。あわせて、岐阜大学 西田哲准教授および岐阜北高等学校 長

井静香教諭より、 の愛称およびエンブレムの発表が行われた。

プログラム終了後、参加者による記念撮影が行われた。

引き続き、特別講演として、米国航空宇宙局（ ）アンドリュー・マシオラ アジア担当代表による「 」

と題した講演が行われた。講演では、 の国際連携の取り組みや日本との協力関係、将来の宇宙開発における人材育成

の重要性について紹介があり、参加者にとって大変示唆に富む内容となった。

最後に、岐阜大学 杉山誠副学長より閉会の挨拶があり、本開講式は盛会のうちに終了した。

なお、開講式終了後には、岐阜大学 西田哲准教授による受講方法および 会議システムの利用方法に関する説明が行

われた。また、オリエンテーションルームにおいて、岐阜大学・航空宇宙生産技術開発センター 尾関智恵准教授、岐阜大

学 毛利哲也教授、岐阜大学 村瀬建助教の進行により、受講生同士の交流を目的としたグループワークが実施され、今後

の講座に向けた有意義な時間となった。

開会の挨拶（岐阜大学・吉田学長） 関係機関代表挨拶（岐阜県・江崎知事）

受講生代表挨拶（岐阜高校・都竹さん） 缶サットプログラム紹介（岐阜大学・毛利教授）
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プログラム紹介・報告 愛称・エンブレム発表

記念撮影 特別講演（ ・アンドリュー アジア担当代表）

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉会の挨拶（岐阜大学・杉山副学長） グループワーク 

21



５５．．缶缶ササッットト甲甲子子園園

５５．．１１ 岐岐阜阜地地方方大大会会実実施施概概要要

１ 実施概要

開催日 令和７年１０月４日（土） ８：００～１５：００

開催場所 降下試験：岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸１−１）

参加校 校 チーム（オープン参加チーム含む）合わせて 名

岐阜県内５チーム 石川県１チーム 長野県 チーム

金沢市立工業高等学校、岐阜県立岐阜北高等学校、岐阜県立岐阜高等学校、岐阜県立岐山高等学校

岐阜工業高等専門学校、岐阜県立恵那高等学校、長野県松本深志高等学校、岐阜県立多治見北高等学校

審査委員 委員長 岐阜大学 地域協学センター 特任教授 佐々木 実

委 員 和歌山大学 共同利用・共同研究推進室 教授 秋山 演亮

委 員 岐阜県航空宇宙産業課 航空宇宙・ドローン産業連携監 小川 行広

委 員 愛知工科大学 工学部 電子ロボット工学科 教授 中谷 淳

委 員 岐阜県教育委員会 課長補佐 高坂 武司

中日新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て

転載しています。）

岐阜新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、岐阜新聞社の許諾を得て

転載しています。）
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目 的

高校生が自作した缶サット（空き缶サイズの模擬人工衛星）を打上げ、上空での放出・降下・着地の過程を通じて、

技術力・創造力を競うことで次のことを目的とする。

（１）理工系の楽しさ、面白さ、魅力などを感じてもらい、広く科学や工学への興味と関心を高めること。

（２）座学で学んだ知識について、その働きと役割を自ら実感できる体験をすること。

（３）与えられた課題だけでなく、生徒自ら課題を発見できる能力やプレゼンテーション能力を身につけること。

（４）理工系への進路選択を後押しすること。

（５）全国大会に出場チームの選考とする。

共 催 各務原市、岐阜県教育委員会、 公財 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、

独 国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校、（以上予定）

国立大学法人東海国立大学機構 航空宇宙生産技術開発センター

後 援 一社 岐阜県工業会、中日本航空専門学校（以上予定）

協 力 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 、 仏 、川崎重工業株式会社

日 程 ～ 受付・車検開始 工学部１００番教室

開会式 陸上競技場

～ 事前プレゼン・降下試験 陸上競技場

事後プレ準備 工学部１００番教室

～ 事後プレゼン 工学部１００番教室

～ 審査結果発表・閉会式

２．缶サット甲子園とは

・高校生が自作した模擬人工衛星（缶サット）を、大会事務局が提供するモデルロケットに格納し上昇させます。モデル

ロケットが目標高度（約 ）に達成したところで、開放し缶サットを降下させ、様々なミッションを実施します。

＜缶サット本体＞

・外形φ 以下、高さ 以下とします。ただし、外径および高さはビス等の部分的な突起物は まで突出可とし

ます。

・必ずパラシュートなどの回収機構（減速装置）を取り付けてください。

・缶サットの重量（パラシュート等も含む、全ての搭載物）は２５０ｇ以上３５０ｇ以下とします。

・缶サットおよびパラシュート等減速装置を搭載するロケットのペイロード室サイズは内径 以下、全長 以下と

します。

・缶サットおよび付属品の落下速度は 以上 以下とします。

・到達高度は を予定しています。

・打ち上げは、打ち上げ準備完了後、おおむね 分以内に実施します。

・缶サットが着地後、何らかの動作をする場合は、 分以内に動作を完了することとしてください。あらかじめそれ以上

の時間がかかる場合は、審査団に打ち上げ前の機体審査時に報告を行い、了承を得てください。

・雨の場合も、主催者が打上競技の実施の有無等を決定します。打上競技が不可の場合は、缶サット本体のデモンストレ

ーションを行う競技等に変更する場合があります。

＜モデルロケット＞

・モデルロケットおよびエンジンは、大会事務局が提供します。

・ 型エンジン 本を利用したクラスタ型とします。

３ 審査内容

（１）事前プレゼン審査（５分以内のロケットセッテイング時間）「自分達が実施する予定のミッション」「期待される成

果」等に関して，明確に説明してください。書式は自由ですがＡ４サイズ ～ 枚程度です。

（２）機体審査、

（３）性能審査、

（３）事後プレゼン審査（７分以内）自ら設定したミッションの結果を自己評価し、全国大会へむけての改良プランおよ

びマネージメントプラン（スケジュール等）を発表します。なお、プレゼン資料の書式は自由です。

事前プレゼン審査、機体審査、性能審査、事後プレゼン審査の４審査について評価し、全国大会出場校を決定します。

審査は、基本的に全国大会のレギュレーションに沿って行なう。

また、予選時での缶サットの性能だけでなく、将来性（全国大会へ向けての改良プランおよび及びそのマネージメント

プラン）についても審査します。

※悪天候や投下装置の故障等により性能審査ができない場合は、プレゼン審査、機体審査のみ実施する。

※各プレゼン、機体審査 性能審査の順番は、受付後にくじ引きで決めます。

●全体の評価基準

・斬新なアイデアを盛り込み、実施し達成できたか。

・従来のやり方でなく、オリジナリティの高いミッションであるか。

・アイデアは従来通りでも、如何に確実に実現し達成できたか。
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・意義の高いミッションを設定し、実施できたか。

・ミッションにおいてデータ取得をする場合、複数データを組み合わせて複合的に解析がで きたか。 （例えば、加速度

と照度計や温度計のデータを組み合わせて、物理状況をきちんと再現できていること）

・ミッションで得られた情報の整合性に関しても踏み込んだ検証を行ったか。

４ 審査結果について

全ての参加校の競技終了後、審査員で協議して決定し、発表します。

優勝、準優勝、技術賞、ベストプレゼンテーション賞の賞を設定します。

なお、審査委員の協議により、特別賞を授与することもあります。

優勝チームについては、缶サット甲子園全国大会へ推薦します。

５ 申込み方法

・１校１チームのみとし、複数エントリーは認めません。

ただし、オープン参加として複数チーム参加することもできます。

・チームは、同じ学校の生徒で構成するものとします。複数の高校による混成チームは認めません。

・高専生は、３年生までとします。

・地方大会・全国大会にエントリーできるのは、生徒 名・指導教員 名の計 名です。ただし、製作作業にあたっての

サポートメンバーの人数は限定しません。

・各チームは、同一年度内のいずれかの地方大会に１回だけ出場することができます。

５５．．２２ 岐岐阜阜地地方方大大会会開開催催状状況況
開催年 概 要

平成 年 月

日

【会場】国営木曽三川公園かさだ広場（岐阜県各務原市川島笠田町）

岐阜かかみがはら航空宇宙科学博物館（岐阜県各務原市下切町 丁目 番地）

【参加校】岐南工業高等学校、大垣工業高等学校、可児工業高等学校、多治見工業高等学校、中津川工業高等学

校、高山工業高等学校

【結果】優 勝 岐南工業高等学校（全国大会進出）

準優勝 大垣工業高等学校（全国大会進出）

平成 年 月

日

【会場】国営木曽三川公園かさだ広場、岐阜かかみがはら航空宇宙科学博物館

【参加校】大垣工業高等学校、岐南工業高等学校、岐阜工業高等学校、可児工業高等学校、

多治見工業高等学校、中津川工業高等学校、高山工業高等学校、岐阜東高等学校、

豊田工業高等学校（愛知県）

【結果】優 勝 豊田工業高等学校（愛知県）（全国大会進出・全国大会特別賞（アイデア賞））

準優勝 中津川工業高等学校（全国大会進出）

ベストプレゼンテーション賞 岐阜工業高等学校

特別賞 岐阜東高等学校

平成 年 月

日

【会場】国営木曽三川公園かさだ広場、岐阜かかみがはら航空宇宙科学博物館

【参加校】中津川工業高等学校、豊田工業高等学校（愛知県）、岐阜工業高等学校、

可児工業高等学校、海陽学園 海陽中等教育学校（愛知県）、大垣工業高等学校、

米子工業高等専門学校（鳥取県）、岐阜総合学園高等学校、多治見工業高等学校、

高山工業高等学校

【結果】優 勝 豊田工業高等学校（愛知県）（全国大会進出）

準優勝 海陽学園 海陽中等教育学校（愛知県）（全国大会進出）

準優勝 大垣工業高等学校（全国大会進出）

技術賞 米子工業高等専門学校（鳥取県）

ベストプレゼンテーション賞 豊田工業高等学校（愛知県）

特別賞 米子工業高等専門学校（鳥取県）

平成 年 月 日

【会場】国営木曽三川公園かさだ広場、岐阜かかみがはら航空宇宙科学博物館

【参加校】可児工業高等学校、多治見工業高等学校、中津川工業高等学校、高山工業高等学校、

豊田工業高等学校（愛知県）、岐阜工業高等学校、半田工業高等学校（愛知県）、

大垣工業高等学校、岐阜総合学園高等学校、

【結果】岐阜総合学園高等学校（全国大会進出）

豊田工業高等学校（愛知県）（全国大会進出）

第３位 大垣工業高等学校（全国大会進出）

平成 年 月 日

【会場】国営木曽三川公園かさだ広場、国土交通省水辺共生体験館

【参加校】岐阜工業高等学校、可児工業高等学校 高山工業高等学校、岐阜工業高等専門学校、半田工業高等学

校（愛知県）、浜松西高等学校（静岡県）

【結果】優 勝 可児工業高等学校（全国大会進出・全国大会土岐賞（技術賞））

準優勝 浜松西高等学校（静岡県）（全国大会進出・全国大会サイエンス賞）

ベストプレゼンテーション賞 半田工業高等学校（愛知県）
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平成 年 月 日

（悪天候のため中

止、ビデオ審査で

選考）

【参加校】岐阜工業高等専門学校、可児工業高等学校 岐阜工業高等学校、岐阜北高等学校

多治見工業高等学校、岐山高等学校、岡崎工業高等学校（愛知県）、半田工業高等学

校（愛知県）、春日井工業高等学校（愛知県）、浜松西高等学校（静岡県）

【結果】優 勝 可児工業高等学校（全国大会進出・全国大会準優勝）

準優勝 岐阜北高等学校（全国大会進出・全国大会ベストプレゼンテーション賞）

第３位 浜松西高等学校（静岡県）（全国大会進出）

ベストプレゼンテーション賞 半田工業高等学校（愛知県）

技術賞 岐山高等学校

令和元年 月 日

【会場】岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】岐南工業高等学校、岐阜工業高等学校、岐阜工業高等専門学校、

岐阜北高等学校、恵那高等学校、多治見工業高等学校、可児工業高等学校、

半田工業高等学校（愛知県）、屋代高等学校（長野県）

【結果】優 勝 岐阜工業高等専門学校（全国大会進出・全国大会土岐賞（技術賞））

準優勝 屋代高等学校（全国大会進出・全国大会ベストプレゼンテーション賞）

第３位 可児工業高等学校（全国大会進出）

ベストプレゼンテーション賞 半田工業高等学校

技術賞 岐南工業高等学校

令和 年 月

日

【会場】岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】、岐阜工業高等専門学校、岐阜北高等学校

【結果】優 勝 岐阜工業高等専門学校

準優勝 岐阜北高等学校

令和 年 月

日

【会場】岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】、岐南工業高等学校、岐阜高等学校、岐阜工業高等専門学校、岐阜北高等学校

【結果】優 勝 岐阜工業高等専門学校

準優勝 岐南工業高等学校

ベストアプローチ賞 岐阜高等学校

敢闘賞 岐阜北高等学校

令和 年 月 日

【会場】岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】、岐南工業高等学校、岐阜高等学校 、岐阜工業高等専門学校、岐阜北高等学校

オープン参加 岐阜高等学校

【結果】優 勝 岐阜工業高等専門学校

準優勝 岐南工業高等学校

チャレンジ賞 岐阜北高等学校

敢闘賞 岐阜県立岐阜高等学校 チーム

（オープン参加の岐阜高等学校 チームはオープン参加工学部長賞）

令和 年 月 日

【会場】 岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】参加校 ６校８チーム参加（オープン参加２チーム含む）

岐阜高等学校、岐阜北高等学校、岐阜工業高等専門学校

金沢市立工業高等学校、岐南工業高等学校、岐阜県立岐山高等学校

オープン参加 岐阜高等学校３年チーム、岐阜高等学校１年チーム

【結果】 優 勝 岐阜県立岐阜高等学校 準優勝 岐阜県立岐阜北高等学校

第３位 岐阜工業高等専門学校 ベストプレゼンテーション賞

金沢市立工業高等学校

技術賞 岐阜県立岐南工業高等学校 敢闘賞 岐阜県立岐山高等学校

（オープン参加の岐阜県立岐阜高等学校３年、岐阜県立岐阜高等学校１年はオープン参加審査員特別賞を受賞）

令和 年 月 日

～ 日

【会場】 降下試験：ひだ流葉スキー場 第２ゲレンデ 岐阜県飛騨市神岡町伏方

プレゼン・宿泊：流葉山荘 岐阜県飛騨市神岡町西

【参加校】７校７チーム（別にオープン参加１チーム）合わせて４８名

岐阜県内５チーム 石川県１チーム 長野県 チーム

岐阜県立岐阜高等学校、岐阜県立岐阜北高等学校、岐阜県立岐山高等学校

岐阜県立恵那高等学校、岐阜工業高等専門学校

金沢市立工業高等学校、長野県松本深志高等学校

オープン参加 岐阜県立岐阜高等学校）

【結果】 優勝 金沢市立工業高等学校 準優勝 岐阜県立岐山高等学校

第３位 岐阜県立岐阜高等学校

ベストプレゼンテーション 長野県松本深志高等学校

技術賞 岐阜県立岐阜北高等学校

敢闘賞 岐阜工業高等専門学校 岐阜県立恵那高等学校

令和 年 月 日

【会場】 岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】 校 チーム（オープン参加チーム含む）合わせて 名

岐阜県内５チーム 石川県１チーム 長野県 チーム

金沢市立工業高等学校、岐阜県立岐阜北高等学校、岐阜県立岐阜高等学校、岐阜県立岐山高等学校

岐阜工業高等専門学校、岐阜県立恵那高等学校、長野県松本深志高等学校、

岐阜県立多治見北高等学校

【結果】 優勝 岐阜県立岐阜北高等学校 準優勝 金沢市立工業高等学校

技術賞 長野県松本深志高等学校

特別賞 岐阜県立岐阜高等学校
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５５．．３３ 令令和和７７年年度度岐岐阜阜地地方方大大会会結結果果報報告告
令和 年 月４日（土）

【会場】 岐阜大学（岐阜県岐阜市柳戸 番 ）

【参加校】 校 チーム（オープン参加チーム含む）合わせて 名

岐阜県内５チーム 石川県１チーム 長野県 チーム

金沢市立工業高等学校、岐阜県立岐阜北高等学校、岐阜県立岐阜高等学校、岐阜県立岐山高等学校

岐阜工業高等専門学校、岐阜県立恵那高等学校、長野県松本深志高等学校、岐阜県立多治見北高等学校

【結果】 優 勝 岐阜県立岐阜北高等学校

準優勝 金沢市立工業高等学校

技術賞 長野県松本深志高等学校

特別賞 岐阜県立岐阜高等学校

開会式 会場風景

車検 プレゼン

プレゼン

表彰
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６６．．モモデデルルロロケケッットト・・模模擬擬衛衛星星実実習習

６６．．１１ 令令和和７７年年度度モモデデルルロロケケッットト講講習習会会

令和７年度モデルロケット講習会実施報告

１ 実施目的 高等学校生徒・職員と大学教員・学生が、ロケット技術に関する講義の受講を通じて、超小型衛星に関

する研究を進め、高校・大学間の交流を深める。

２ 実施日時 令和７年７月１２日 土 ～

３ 実施場所 岐阜県立岐阜北高等学校

４ 主催 岐阜大学地域連携推進本部地域協学センター／工学部附属宇宙研究利用推進センター

共催 各務原市、岐阜県教育委員会、 公財 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、

独 国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校、 以上予定

国立大学法人東海国立大学機構 航空宇宙生産技術開発センター

後援 一社 岐阜県工業会、中日本航空専門学校 以上予定

協力 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構［ ］、 仏 、川崎重工業株式会社

５ 参加者 缶サット甲子園岐阜地方大会に参加を考えている、高等学校生徒・高専学生・教職員（ 名）

６ 参加費 受講無料、会場までの交通費は自己負担

７ 実施内容 モデルロケット製作教室

・宇宙甲子園缶サット部門の降下試験をロケットで行う場合に、指導教員や生徒に知 識・技能を身に着け

る安全に実施できるための講座

・ロケット工学と安全なロケットの打ち上げ方を学び

・安全にロケットを打ち上げる実習

・第４級従事者資格 ４級ライセンス が合わせて取得できるので、希望者には別途、

ライセンス登録費 １年間 円または、 年間 円 が必要。

８ 講師 愛知工科大学工学部電子ロボット工学科 教授 中谷 淳 氏

９ 申し込み可能者

・高専生は、３年生までとする。

・地方大会・全国大会にエントリーを今後考えている生徒・学生や指導教員であること。
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中谷先生の講習

モデルロケット製作中
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モデルロケット発射試験

講習会終了後の集合写真
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６６．．２２ 校校合合同同 缶缶ササッットト練練習習会会

校合同 缶サット練習会実施報告

１ 実施日時 月 日 月 ～

２ 開催場所 岐阜北高校 北舎１階生物講義室 プレゼン等

降下試験 北舎非常階段４階より降下

３ 実施スケジュール

① 機体計測

質量 ｇ以上 ｇ以下 サイズφ 以下、高さ 以下

② パラシュート降下実験

③ 事後プレゼン準備 １時間

④ 事後プレゼン 各校１０分

⑤ 生徒交流会 ３０分

４ 参加者 ・岐阜高校、岐阜北高校、岐山高校の生徒・顧問 合計 名

５ 参加各校で準備したもの

・ 変換ケーブル 用 用

・延長コード

・その他部活動で使用しているはんだごて等の工具

６ 開催校で準備したもの

・プロジェクター ケーブル 岐阜北高校

・ノギス、電子てんびん等計測器具 岐阜北高校
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校合同 缶サット練習会の様子
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７７．．閉閉講講式式

７７．．１１ 式式次次第第 
日時 令和 年 月 日（土） ： ～ ：  
会場 岐阜大学 講堂（岐阜市柳戸 ） 
１．開会の挨拶 吉田 和弘 岐阜大学 学長  
２．関係機関出席者紹介 
３．実施報告 西田 哲 岐阜大学工学部 准教授、

等見学ツアー報告 工学部学生 小野田夏見さん、渡邊紗蘭さん 
４．宇宙甲子園缶サット部門報告 

岐阜高等学校、岐阜北高等学校

進行：岐阜北高等学校 長井 静香 教諭 
５．ぎふハイスクールサット（ ）報告 

岐阜工業高等学校、大垣工業高等学校、岐阜北高等学校

進行：岐阜工業高等学校 鷲見 暁国 教諭 
６．特別講演 「激しく活動する太陽」  

東海国立大学機構 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 増田 智 准教授  
７．修了証書授与 

佐々木 実 岐阜大学地域連携推進本部 特任教授 
修了生代表 岐阜工業高等専門学校１年 細川 仁志さん 

８．特別賞 発表・表彰 
森脇 久隆 宇宙工学講座アドバイザー

受賞者 岐山高等学校１年 清水 綾華さん

受賞者 大垣工業高等学校３年 大井 優和さん

９．学長賞 発表・表彰

吉田 和弘 岐阜大学 学長

受賞者 岐山高等学校１年 栗本 幸玖さん

１０．閉会の挨拶  
植松 美彦 岐阜大学 工学部長 

 
【閉講式終了後行事】 記念撮影 

 
７７．．２２ 実実施施報報告告 
令和 年 月 日（土）岐阜大学講堂において多くの受講生が参加し閉講式が開催されました。講座の実施報告、

宇宙甲子園缶サット部門の報告、 プロジェクトについての報告の後、太陽フレアについて名古屋大学の増田先生よ

り特別講演が行われました。特別賞は岐山高等学校１年清水綾華さん、大垣工業高等学校３年大井優和さんの両名が受賞

しました。学長賞は岐山高等学校１年栗本幸玖さんが受賞しました。閉講式の参加者数は修了生や関係者など約 名で

した。
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開会の挨拶 缶サット甲子園岐阜大会報告

特別講演の様子 特別賞

学長賞 記念撮影
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８８．．特特別別行行事事

８８．．１１ 見見学学ツツアアーー
１泊２日の日程で再開され５８名の受講生が参加した。

８８．．１１．．１１ ススケケジジュューールル
１日目 月 日（土）：国立天文台野辺山宇宙電波観測所

２日目 月 日（日）： 筑波宇宙センター

８８．．１１．．２２ 国国立立天天文文台台野野辺辺山山宇宇宙宙電電波波観観測測所所見見学学（（１１日日目目））
国立天文台野辺山宇宙電波観測所を訪問し、 ミリ波電波望遠鏡、ミリ波干渉計、電波ヘリオグラフなどを見学した。

真下から ミリ波電波望遠鏡を見上げ、その大きさを実感した。また、宇宙から地球へ到達する電波の特徴から、星の

誕生・成長・終焉を観測できることを教えていただいた。

集合写真 見学の様子

８８．．１１．．３３ 筑筑波波宇宇宙宙セセンンタターー見見学学（（２２日日目目））
宇宙航空研究開発機構（ ）の筑波宇宙センターを訪問し、説明員のガイドのもと人工衛星の試験モデルや予備機を

はじめ、宇宙医学研究に使用された装置や、実際に宇宙から帰還した装置などが展示されたバックヤードを見学した。さ

らに、 職員に の歴史やミッションについて特別に説明していただき、多くの質問にもご回答いただいた。

記念撮影 バックヤード見学の様子１ バックヤード見学の様子２
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９９．．関関連連行行事事

９９．．１１ 発発展展ププロロググララムム「「ぎぎふふハハイイススククーールルササッットト（（ ））ププロロジジェェククトト」」
「ぎふハイスクールサット（ＧＨＳ）プロジェクト」は、「ぎふ宇宙プロジェクト研究会」の高度人材育成プログラム

の中で基盤教育プログラムである「宇宙工学講座」とともに岐阜大学が中心となって推進する人材育成事業の一つ。県内

高校生を中心とした小型人工衛星の設計・製作・打上げ・運用を一貫して行う実践的な発展教育プログラムと位置づけら

れ、令和４年度から開始した。

１号機フライトモデル

日刊工業新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、日刊工業新聞社の許諾を得て転載しています。）
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中日新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。）
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９９．．１１．． ププロロググララムムにによよるるキキュューーブブササッットトププロロジジェェククトト
は の プログラムを用いて国際宇宙ステーション日本実験棟「きぼう」から高度約 の地球周回軌

道上へ投入される。 （キューブサット）は数キログラム程度の小型人工衛星で、ＧＨＳ１号機は サイズ ×

× のキューブサットである。ＧＨＳ１号機は搭載されたカメラによる撮影機能、音声データーの地球への発信機

能がある。

９９．．１１．．２２ ２２００２２５５年年度度のの活活動動内内容容
２０２４年１２月に 筑波宇宙センターでフライトモデル

を引き渡し、２０２５年度はイベント・運用が主となった。まず、

ＧＨＳ１号機の愛称募集を行った。 プロジェクトに関わった

高校の卒業生と岐阜県内の高校生を対象に４月８日から５月９

日まで募集を行い、８１件の応募があった。多く応募のあった名

前をピックアップし、岐阜大学植松工学部長、岐阜県航空宇宙産

業課糠塚課長、大堀研磨工業所大堀代表取締役、岐阜県教育委員

会棚橋高校教育課長、岐阜工業高等学校堀校長の５名の審査員に

より最終審査を行っていただいた。その結果「らいちょう」と「わ

かあゆ」が同点となり、最後は審査委員長の岐阜北高校長井教諭

により「らいちょう」に決定した。

「らいちょう」は８月に に運ばれ、９月にＩＳＳから軌道

へ投入された。岐阜大学に設置した管制室を中心に「らいちょ

う」からの信号の受信やコマンド送信が試みられた。

９９．．１１．．３３ 打打ちち上上げげ
「らいちょう」は、スペース 社のドラゴン補給船に搭載さ

れ、ファルコン９ロケットにより８月２５日に打ち上げられる

ことになり、岐阜大学にある 岐阜大学ﾌﾟﾗｻﾞ１階で「打ち上

げ応援イベント」が開催された。岐阜大学朝原准教授，大垣工

業高校で メンバーであった日比野氏の２人による進行によ

り による配信とともに実施された。会場には、岐阜大

学吉田学長を始めとした関係者約５０名が参加し、打ち上げを

見守った。イベントでは からの映像に加え、飛騨神岡高等

学校の各務校長、岐阜工業高等学校の鷲見教諭による米国フロ

リダからの中継映像も交えて、実況された。本イベントは笠松

町の会場も結んで実施された。打ち上げは無事行われ、ドラゴ

ン補給船が とドッキングし、「らいちょう」は に引き 打ち上げイベントポスター

渡された。

９９．．１１．．４４ 軌軌道道投投入入
に運ばれた「らいちょう」は他の衛星とともに、 の放出装置に装てんされた。そして、９月１９日に軌道投

入されることになり、岐阜県庁 階 展望ロビーにて大垣工業高校で メンバーであった日比野氏の司会で軌道投入応

援イベントが開催された。イベントには、江崎禎英岐阜県知事、古田聖人笠松町長、吉田和弘岐阜大学長、等多くの関係

者が参加した。また、リモートでこれまで プロジェクトを支援していただいてきた内閣府宇宙開発戦略推進事務局の

三上建治参事官、 宇宙科学研究の津田雄一「はやぶさ２」プロジェクトマネージャーのメッセージが伝えられた。

「らいちょう」軌道投入を管轄する筑波宇宙センターでは、 プロジェクトメンバーの高校生、卒業生が投入を見守

った。「らいちょう」は、他の３基の衛星と一緒に無事高度約 の軌道に投入された。
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中日新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。）
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岐阜新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、岐阜新聞社の許諾を得て転載しています。）
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岐阜新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、岐阜新聞社の許諾を得て転載しています。）

中日新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。）
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読売新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、読売新聞社の許諾を得て転載しています。）
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９９．．１１．．５５ 運運用用・・広広報報
「らいちょう」の軌道投入後、アマキュア無線 を用いた通信が試みられた。通信は、主に岐阜大学に設置されたア

ンテナを制御する管制室において実施された。残念ながら、衛星本体からの信号の受信は認められなかった。２０２４年

１２月に に引き渡してから、 への輸送機の都合で、実際に打ち上げが９ヵ月後となってしまい、バッテリー低下

が軌道に影響を及ぼしたものと考えている。今回はスケジュールの関係でバッテリー低下に対するリカバリー機能が十分

設定・確認できていなかったことが反省点として挙げられる。

今回得られた成果は１月に札幌で開催された第６９回宇宙科学技術連合講演会において、各務校長が口頭発表を行った。

また、ジュニアセッションで岐阜工業高等学校、大垣工業高等学校、岐阜北高等学校の メンバーがポスター発表を担

当した。本ポスター発表は非常に注目を集め、３校の生徒はしっかりと受け答えを行っていた。

基地局（岐阜大学管制室）と衛星との通信経路 宇宙科学技術連合講演会で発表

９９．．１１．．６６ 今今後後のの展展開開
「らいちょう」は交信が確立せず、２０２６年１月下旬に大気圏に突入し燃え尽きた。しかし、「らいちょう」から信

号補足のため、岐阜県内の高校生が衛星受信設備の確立に努めてきた。その成果は、「衛星受信コンテスト」において、

他衛星の受信という形で、宇宙人材育成プログラムとして機能している。

また「らいちょう」の設計製作、 安全審査への対応等を通じて、宇宙機の基本的な技術経験を得ることができ

た。これらの経験は、参画した メンバーの宇宙技術者としてのスキル取得とともに、今後の岐阜における人材育成に

おける基礎となった。

中日新聞 令和 年 月 日朝刊

（この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。）
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１１００．．アアンンケケーートト
１１００．．１１ 開開講講式式 参参加加者者アアンンケケーートト

【対象：全員】

100%

0% 0%

あなたは受講(聴講)生ですかそれとも教員ですか

受講(聴講)生
教員

その他

件の回答

27%

73%

0%

お住まいの地域はどこですか

岐阜市内

岐阜県内(岐阜市以外)

岐阜県外

件の回答

59%

41%

0%

0%
あなたは宇宙工学講座についてどこで知りましたか

学校の先生からの案内

学校内での掲示物

友人、先輩

親族

件の回答
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100%

0%

宇宙工学講座開講式の参加形態について教えてください

空宙博で対面参加

後日録画を視聴

件の回答

15%

13%

2%
67%

2% 2%

開講式の会場(空宙博)への交通手段を教えてください

バス、電車、徒歩

各務原市のシャトルバス

ふれあいバス

自家用車(教員、家族の送迎含
む)

件の回答

57%

37%

6%

宇宙工学講座開講式の満足度についてお答えください

大変満足

満足

普通

件の回答
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41%

44%

15%

開講式での"Move on to the next stage! 宇宙人材育成が新たなステージへ"
の感想を教えてください

大変興味を持った

興味を持った

普通

件の回答

28%

48%

19%

2%

開講式での缶サット甲子園全国大会報告の感想を教えてください

大変興味を持った

興味を持った

普通

あまり興味がない

件の回答

33%

46%

13%

6%

開講式でのぎふハイスクールサット(GHS)報告についての感想を教えてください

大変興味を持った

興味を持った

普通

あまり興味がない

件の回答
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ママシシオオララ代代表表のの特特別別講講演演ににつついいてて何何かかココメメンントトががああれればばごご記記入入くくだだささいい
・現役の方からお話を伺うことができて、とても貴重な体験となった。

・とても貴重な話を聞けて良かった。また英語の勉強にもなり良かった。

・宇宙開発は技術的なことを学ぶだけでなく国同士の交流も考えることができると分かりました。また、宇宙の普段は触

れない国同士の関わり方が政府も関係しながら行われているところが面白いなと思いました。

・ 、 や宇宙のことを知れてとても楽しかった。

・とても有意義な時間を過ごせました。とても聞きやすい英語で、いつもなら聞く気もなくなるような長さの話だったの

にずっと聞こうと思えました。話もとても面白かったです。

・ の方の話を直接聞ける機会は珍しいと思うので、講演に参加できてよかったです。

・大変貴重な公演ありがとうございました。宇宙の分野において協力や興味が大事だとよく分かりました。これから主体

的に関わっていきたいと思います。

・宇宙工学が幅広く繋がりを持っていることに驚きと興味を持ちました。

・私は国際関係学と情報学で迷っているので、自分と似ている体験をされていてとても参考になりました。

・スライドの文字が小さく、見にくかった。

・すばらしすぎた。

・翻訳の中でもしっかり面白いところがあって楽しかった

・わざわざ私達のために貴重な時間を割いていただいてありがとうございます

・マシオラの月面火星移住に興味を持てました。

・知らない事ばかりだったけど、技術の発展は凄いなぁと純粋に感心していました。リスニングの練習にもなって一石二

鳥で楽しかったです。

40%

59%

1%

開講式でのマシオラ代表(NASA)の特別講演の感想を教えてください

非常によかった

よかった

よくなかった

件の回答

39%

48%

13%

開講式でのグループワークの感想を教えてください

非常によかった

よかった

普通

件の回答
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ググルルーーププワワーーククににつついいてて何何かかココメメンントトががああれればばごご記記入入くくだだささいい
・宇宙工学に興味がある仲間と交流ができてよかった。

・初めての人と話すことが楽しかったし、宇宙に関わる人に必要なスキルがあることも知れて面白かったです。

・もう少しみんなで話してみたかった。

・みんなで楽しくできました。

・意外な共通点が興味深いと思いました。

・共通点を探すのがなかなか難しかったけれど楽しかったです。

・他の受講生と交流する機会が得ることができたので良かった。

・違う高校の違う学年の方々と交流することができてとても面白かったです。

・初見でも笑いが出るような良い交流になった。

・これまでに意識してアイスブレイクをしたことがなかったのでいい経験になった。

そそのの他他、、開開講講式式にに関関ししてて何何かかああれればばごご記記入入くくだだささいい
・色々な人の宇宙の技術のことについて知れてよかったです。特に岐阜県が宇宙開発についてこんなに有名な県だと知っ

てびっくりしました。

・次からも頑張って参加します。

・岐阜県がこんなにも宇宙開発の人材育成に力を入れていると知ってびっくりしました。

・岐阜大学が行っている取り組みが知れて面白かった。

１１００．．２２ 見見学学ツツアアーー 参参加加者者アアンンケケーートト
【対象：全員】

67%

38%

4%

参加者の属性

男

女

回答しない

件の回答

56%
22%

22%

参加者の属性

１年生

２年生

３年生

件の回答
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2%

6%

45%

45%

国立オリンピック記念青少年総合センター研修満足度

2

3

4

5

件の回答

2%

7%

33%
58%

野辺山電波観測所見学の満足度

1

2

3

4

件の回答

2%

13%

85%

筑波宇宙センター見学の満足度

2

3

4

5

件の回答
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野野辺辺山山電電波波観観測測所所見見学学のの感感想想
・難しいと思っていたことが、実際は他のことのほうが難しく、隠れた難しさがあると知れた。

・全盛期の時の世界的な凄さを改めて感じることができた。

・ で買えるものだけで電波観測ができるのは驚きでした。

・研究室の中まで見られたことが印象に残っています。

・自分達で観測したい星座の電波を測定したことがとても良かった。

・ 望遠鏡が特に印象に残りました。数十年前に作られたものなのにまだ現役で日本上位の望遠鏡として活躍している

と聞いて驚きました。

・日本最大級の天文台を見ることが出来て、貴重な経験になったしとても楽しかった。あの天文台の中で、実際に宇宙と

繋がっているという事実を知って、すごいなと思った。

・色々な空の見方があり興味深かったです。

・電波観測体験をみんなで協力して行ったり、映画にも出ていた場所を直接見ることが出来て良かった。

・ガイドさんの説明が面白かったし、実際に望遠鏡を管理しているところも見学できて楽しかったです。でも、室内の展

示も少し見てみたかったです。

・望遠鏡のデカさにびっくりました。私たちが画像とかでみる宇宙は電波望遠鏡又は電磁波望遠鏡によるものなんだなと

知ることができました。世界規模で宇宙を知ろうとする感じがいいなと思いました。

・ガイドツアーさんが付いて見回ることが出来たので理解しながら回ることが出来た。そして普段立ち入れない区画も入

ることが出来て、充実した時間となったと思う。

・所長さんの話が特に印象に残りました。

・少し寒かったですが、事前に注意されていたので対策ができたのは良かったと思います。

・普段は入れない管制室に入れたという貴重な経験がすごく印象に残っています。また某映画でみた電波望遠鏡をゼロ距

離でその大きさを体感できたこともよかったです。ただ定刻通りにガイドツアーが始まったのはよかったが、話が盛り

上がり帰りの定刻を過ぎた影響で自由時間 時間調整のための自由時間だったかもしれない がなかったのでもうちょっ

とどうにかできなかったのかと感じた。

・細かいところまで電波を使うことで宇宙についていろいろ知れることが分かりました。

・自分たちで星座を決めて電波を観測してみるところはすごく面白かったです、私たちの星座、獅子座では、電波こそ見

ることはなかったけれど、この先の銀河などを見ることのできるという神秘をしててとても楽しかったです

・ 電波望遠鏡がいかに精密で凄いのかがよく分かりました。また、観測所の中の見学でどのように電波を観測してい

るのかが知れてよかったです。もっと良い望遠鏡ができてほしいです。手作り電波望遠鏡も面白かったです。

・電波観測体験で素材はそこまで多くなくても星座付近のガスなどを観測することができたことにとても驚いた。地球よ

りもはるか遠くにあるのに、電波はここまで届くのがとてもおもしろく思い、もっと詳しく知りたいと思った。また、

電波望遠鏡は私の想像よりもとても繊細で、実際に電波観測体験の際に、多くの観光客が通りかかった時に、電波に一

部変化が現れた。恐らくスマホの電源を切り忘れたのは数人程度だと思うが、その電波でさえ、観測してしまう繊細さ

を持っていることに驚いた。

・電波観測体験も実際にできることが分かって電波望遠鏡の存在が身近に感じられたし、管理をしている部屋も見せても

らえたのが面白かった。強いていうなら所長のお話もっと聞いてみたかったなというのはあるが全体的に満足したツア

ーだった！

・ガイドさんの説明の中で宇宙工学講座で習った知識が出てきて、内容をしっかりと理解しながら聞くことができて嬉し

かったです。

・まず メートルの望遠鏡にすごく驚きました。その圧倒的な大きさ！これが世界最大規模の望遠鏡だと思うと誇らし

くなってしまいました。その他にも小さな望遠鏡がたくさんあって小さな望遠鏡が集まると視力や解像度が良くなるこ

とを知れました。

・野辺山では世界トップレベルの研究をすることの魅力とそのために大切なことを感じさせていただきました。トップレ

ベルの観測は世界で初めて発見することにつながるとおっしゃっていました。また、それを実現するためにはマイナス

2%

27%

71%

全体満足度

2

3

4

5

件の回答
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度付近にまで受信機の温度を下げることに驚きました。ここまでやならいと宇宙の最先端の観測はできないのだな

と驚きました。また具体的な知識についてもとても興味深かったです。干渉系の仕組みや受信機を冷やすという技術に

驚きました。

・ただパネルを見るだけでは分からない詳しいことまで説明をしていただいて本当に楽しかった。また、普段は絶対見ら

れない観測棟内まで見学することができて嬉しかった。自分が気になったことを質問する機会が多くあり、自分の知識

や興味を深めることが出来た。ただ、厳しいことは承知の上だが、もう少し時間的に余裕があるとありがたいと感じ

た。

・電波望遠鏡の大きさに驚きました。大きければ解像度も、精度も高いと思っていたけれど、解像度は小さい望遠鏡でも

間隔を広く取ればとるだけ高くなっていくということを初めて知りました。自作望遠鏡での観察でも、数値として電波

が現れたのが面白かったし、制御室のような場所での望遠鏡の移動させるモニターが、難しかったけれど楽しかったで

す。

・電波観測体験ができ、電波を観測できたのでおもしろかった。自分の星座のカードをもらえたので嬉しかった。

・自由見学がもっとあってほしかった。

筑筑波波宇宇宙宙セセンンタターー見見学学のの感感想想
・普段詳しくしれないことを教えていただき、より宇宙に関心を持つことができた。また、 きぼう実験棟の世界的な

有用性を過去の実績を合わせて知ることができた。

・人生で初めて に行って、きぼうの管制室という普段では絶対見れないような場所の見学ができてすごく満足だっ

た。貴重な大塚さんの話を聞けたのはすごくうれしかったが、マイクがなかった分少し聞き取りづらいと思った。

・女性で宇宙開発で活躍している人の話を聞くことができて良かったです。

・ はすごいところとは漠然と知っていたが、改めてその技術力や使われた物を見るとあまりの迫力に感動した。

・日本を代表する宇宙センターの中を見ることが出来て楽しかった。また、宇宙と最先端で関わっている人の話を聞け

て、これからの未来が楽しみだと思った。

・混みすぎ。様々なことを知れた。ふだんは入れないらしい場所に行けたため良かった。

・大塚先生の話がとても印象に残っています、ロボットアームの権威である先生の貴重な話を聞けてとても感動しまし

た。宇宙に関する仕事に就きたいと考えられるようになったので感無量です。

・宇宙飛行士を選ぶ際にどのような試験があるのか全く知らなかったのですが、 週間も窓のない空間で仲間と過ごし協

調性をみたり、宇宙に行くことによって人の体が想像していたよりも変わることを知りびっくりしました。

・宇宙との交信を行うたくさんのモニターがある部屋を見れたことが一番の思い出です。たくさんのパソコンを使いこな

して人工衛星の観察や宇宙ステーションとの交流をしている姿は本当にかっこいいです。

・普段入れない施設に入ったことや宇宙飛行士の訓練施設を見ることが楽しかった。宇宙兄弟に出てきた施設や顔ハメパ

ネルが面白かった

・将来どんな仕事に就きたいのか今まで決まっていなかったけど、 の見学をして将来どうしたいのかが決まってき

た感じがします。宇宙飛行士が大変なのはわかっていたけど飛行士をサポートする人たちの努力がわかった気がしま

す。自分もそのような仕事に就きたいと思います。

・画像で見た所を実際に見に行けて楽しかった。宇宙と言ったらここというくらいにはメジャーなところだと思うので、

行くことができて嬉しかった。 職員の方の講義も自分の関心のあるロボット分野も関わってくる内容だったの

で、とても興味深く聞くことが出来た。

・ の大塚さんの宇宙ロボットの講義で、質問こそできなかったものの、きぼうという宇宙実験ができるものは宇宙

飛行士が行う→地上の 職員が行うというようなことを知り、宇宙飛行士がより有意義な時間を過ごせるようにボ

ール型のカメラロボットが準備の時間を削るというところはとても面白く、詳しい話が聞ければいいなぁと思いまし

た。

・「きぼう」での実験、特に高純度のタンパク質の生成はとても興味深かったですし、日本の宇宙開発の最前線が知れて

良かったです。宇宙ロボットという今まで詳しく知らなかったものの最先端が知れたのも良かったです。

・実際の宇宙飛行士が宇宙で動画を撮って、それを見ることができたことが印象に残りました。宇宙だとこんな動き方を

するんだとか、動く時に、手すりにつかまらないとうまく動かないんだなとか知ることができたのでよかったです。そ

して、 職員の方の話では、 が行なっていることを知れたのでよかったです。そして、質問の時に、人が宇宙

に行くと、健康の被害があるから、ロボットが宇宙に行けばいいんじゃないかという質問で、私もロボットでいいんじ

ゃないかと思ったけど、人が行かないと感じられないものがあるとおっしゃっていたのを聞いて、確かにそうだと思っ

たし、人が行くことで何か新たな発見があるかも知れないからと思ったから、すごく印象に残りました。

・宇宙飛行士になるためには、学力や技術的なことを始め、協調性も必要なことは知っていたが、協調性まで試験で確か

めることには驚いた。面接などで確認するのかと考えていたが、 週間選ばれた人達で共同生活することで、性格を知

ると言う試験は思いつかなかった。でも、それほど協調性が大事で必要なんだということがわかった。また、大塚さん

の話を通して、私は最初、「航空科とか特別な科に行かないと宇宙系には携わらないのか」と思っていたが、宇宙開発

にはいろんな技術を持つひとが必要で、物理や機械工学でも役立てることがわかった。だから、自分の進路を縛らずに

広い視点で考えてみようとも思った。

・様々なものを見せてもらって楽しかった。映像のクオリティが高くて最初から感動していたがその後も漫画やアニメで

しか見たことがないような場所を実際に見られて感動していた。大塚先生の講義もとっても面白くて、スケールが大き

い話 の中に、実体験の話が混ざっているとやっぱり身近に感じられて良かった。ツアーに参加している学生も男女比

が偏っていることもあって、最前線で実際に活躍している女性のお話を直接聞けたのはとても貴重な経験だと思うし、
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その分印象に残っている。最後のお土産と自由見学の時間がもう少し長い方が焦らずに済むような気はしました。

・初めて を見学しました。 番印象に残っているのは、各場所の見学です。宇宙ステーションでどんな実験が行わ

れているかに興味を持ちました。小動物の研究や溶接など微小重力空間でしかできない研究は興味が湧きます。その研

究結果が新しい薬の開発に繋がると思うと本当にすごいなと思います。宇宙空間に人がいってみないとわからないこと

がたくさんあって面白いなと感じます。

・管制室が見られたのがすごく特別な経験で嬉しかった。実際に で働いてる人たちを見てかっこいいなと思った。

・普段、知ることができないようなことを知ることができて良かった。これからの研究などに役立てたいと思う。

・ で印象に残ったことは宇宙飛行士の養成所です。そこでなんとなくであるものの人間性の大切さを感じました。

またお話を伺えてこれからの宇宙工学のいく方向やでは活動していくことだと知りました。

・ 筑波宇宙センターの見学を通して私が印象に残ったのは、きぼう運用管制室の見学、高品質タンパク質結晶生成

実験の２つで、１つ目にきぼう管制室の見学で普段見ることができない、裏側の部分を実際に見ることができ感動しま

した。２つ目に、タンパク質結晶の生成実験というので地球の環境では生成することが難しい結晶を宇宙という微小重

力下で生成することで綺麗な結晶を生成し研究に役立っているという話を聞いて興味が出ました。

・時間がなく、自由見学がほとんどできなかったのが残念だった。

・宇宙飛行士の選抜方法や、宇宙服を実際に見れて感動しました。大塚さんの話では、自分の好きなことを貫くことの大

切さを知れてよかったです。

・宇宙兄弟に出ていたシーンがそのままで、とても楽しかったです。特に宇宙服のシーンはほんとにそのままで、びっく

りしました。また、お話の中でタンパク質の結晶のお話があり、宇宙で実験を行うからこそ、より正確で意味のある実

験ができることを知って、宇宙空間に実際に人が行くことの大切さを実感しました。

宇宇宙宙にに関関係係すするる施施設設でで行行ききたたいい場場所所、、体体験験ししたたいいここととががああれればば教教ええててくくだだささいい
・ 種子島宇宙センター

・ 本部

・三鷹の国立天文台などで、夜に天気が良ければ実際に天文観測をしてみたいです。

・ロケット、人工衛星などの宇宙に飛ばす物を製作している工場

・ スペーストラベリウムテンキュー

・日本科学未来館や国立科学博物館

・行く場所は野辺山天文台と 筑波宇宙センターで来年もいいと思います。ただあそこは遠いのでバスよりも電車や

新幹線のほうが見学先での時間がもう少し余裕を持って使えて、費用もガソリン代を考えたらそんなに変わらないと思

います。

・気象観測について詳しく知りたいため、気象観測を詳しくしているところにも行ってみたい。

・他の の基地

・川崎重工業飛島

・海外の宇宙施設など

・普通じゃ体験できないような体験が沢山できて、楽しかったし、また行きたいと思いました。

・宇宙飛行士になるための訓練を実際に体験したいです。

・無重力体験

・ロケットの打ち上げ場所を実際に見てみたいです。あと、ロケットを作っているところとかも、見られるなら見てみた

いです。そしてできるなら、ロケットの構造に関しての説明があったら嬉しいです。

・僕は十分です。この機会をいただき誠にありがとうございました。

・他の高校の人とあまり関わることができなかったので次対面できる機会があったら積極的に関わりにいきたいです。

工学系の部分だけでなく、衛星や惑星関係の展示やそれに関わる衛星のことなどが知れる所

・ロケットの仕組みのロケットに関連する学習、種子島のロケットの打ち上げ台、南十字星を見てみたい。宇宙に関係す

る製品を作る工場の見学、惑星観察などの体験をしてみたい。

・科学館とか行ってみたいです。体験したいことは実際にやられている仕事をもっと間近で見たりそれを職業体験的にや

ってみたりしたいです。

・以前行われていた、東京大学の見学野辺山で夜空をみたい。
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１１００．．３３ 閉閉講講式式 参参加加者者アアンンケケーートト

【対象：全員】

【対象：対面参加者】 

【対象：全員】

91%

9%

宇宙工学講座閉講式の参加形態について教えてください

岐阜大学講堂で対面参加

後日、録画を視聴

件の回答

30%

65%

5%

閉講式の会場(岐阜大学)への交通手段を教えてください

岐阜バス

自家用車(家族、教員の送迎を含む)

自転車

件の回答

35%

40%

25%

閉講式会場での案内はわかりやすかったですか

非常にわかりやすかった

わかりやすかった

普通

件の回答
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36%

45%

18%

宇宙工学講座閉講式の満足度についてお答えください

大変満足

満足

普通

件の回答

32%

41%

23%

5%

閉講式での缶サット甲子園岐阜大会報告の感想を教えてください

大変興味を持った

興味を持った

普通

あまり興味がない

件の回答

27%

50%

18%

5%

閉講式でのぎふハイスクールサット（GHS）プロジェクト報告の感想を教えてください

大変興味を持った

興味を持った

普通

あまり興味がない

件の回答
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【対象：後日録画視聴者】

50%

23%

27%

増田智先生の特別講演「激しく活動する太陽」についての感想を教えてください

非常によかった

よかった

普通

件の回答

50%50%

録画の画面について

満足

普通

件の回答

100%

録画の音声について

満足

件の回答
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宇宇宙宙工工学学講講座座閉閉講講式式のの感感想想をを教教ええててくくだだささいい
・あまり知識のない太陽について知ることができてよかった。

・今回の閉講式でも宇宙により関心を持てたように思います。報告会では、缶サットや などの現在の進捗を知るとと

もに、試行錯誤や挑戦することの大事さが良くわかりました。講演会では、太陽がフレアを起こすことによる影響や仕

組みを学べました。特に、その爆風の影響が土星や太陽系の果てにまで及んでいることに驚きました。

・太陽について学べた。

・今までの宇宙工学講座を振り返るだけでなく、缶サットやハイスクールサットのことなどを色々知ったり、特別講演で

新しい知識などを沢山学ぶことができて、宇宙工学講座に参加してよかったと思える閉講式で楽しかった。

宇宇宙宙工工学学講講座座全全体体ににつついいててのの感感想想をを教教ええててくくだだささいい
・この講座を通して宇宙工学に関する知識を学んだだけでなく、実際に見たりレポートを書いたりして色々なことを経験

することが出来たと思います。また、今まで以上に宇宙に興味（特に電波観測や電磁気など）を持てて、学校の物理も

楽しみになりました。貴重な経験をさせてくださりありがとうございました。

・新しい知識を身につけたり、野辺山やつくばに見学に行けて、とても貴重な体験ができて、とても楽しかったです。

・今まで知らなかった宇宙のいろんなことをしれて楽しかったし、少し興味が湧いた。

・宇宙について学ぶことができた。

・様々な分野の知識を横断して学べて面白かった。

・新しい知識をたくさん得られて楽しかったです。ありがとうございました！

・各回の授業では高校一年生ということもあり、授業でまだ習っていないところが出てきたが、習っていなくて分からな

いからできないではなく、自分でわからないことについて調べてみようというきっかけにすることができてとてもよか

ったと思いました。

・高校生として普段生活しているだけではあまり詳しく知ることが出来ないような、宇宙、工学の知識を学ぶことが出来

てとても楽しかった。大学の先生による、専門的なことを分かりやすく学ぶ事ができる貴重な機会で、この講座を受講

してよかったと感じた。また、 ツアーなどでは、今まで実際には自分では見たことがなかった電波望遠鏡や初め

て知る のこと、そして宇宙工学に関連する将来や職業のことなど沢山の事を、とても楽しく身近に感じながら学

ばせて頂き、宇宙、工学にさらに関心を持つことが出来た。様々な場面で宇宙工学という最先端の物事を分かりやすく

楽しく学ぶことが出来て、宇宙工学講座に参加して本当に良かったと思った。
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１１１１ そそのの他他 関関係係ポポススタターー・・報報告告
１１１１．．１１ 宇宇宙宙工工学学講講座座紹紹介介
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１１２２ おおわわりりにに

本報告書では、令和 年度に実施した宇宙工学講座の全体像について、開講式から講義、実習、見学ツアー、宇宙甲子

園缶サット部門、発展プログラムである「ぎふハイスクールサット（ ）プロジェクト」、そして閉講式に至るまでの取

り組みをまとめたものです。

本年度は、テレビ会議システムを活用した講義に加え、モデルロケット・缶サット実習、 施設等の見学、成果発表

の機会を組み合わせることで、宇宙工学を「学ぶ」だけでなく「体験する」実践的な教育プログラムを実現することがで

きた。県内 校から 名の受講生が参加し、多くの生徒が主体的に課題へ取り組む姿が見られたことは、本講座の教育

的意義を改めて示すものでした。

また、開講式では アジア担当代表による特別講演が行われ、国際的な視点から宇宙開発と人材育成の重要性が共

有されました。

閉講式では、受講生による成果報告や表彰を通じて、それぞれの学びが可視化され、参加者相互の刺激と成長につなが

る貴重な場となりました。

さらに、発展プログラムである「ぎふハイスクールサット（ ）プロジェクト」では、高校生が中心となって設計・製

作したキューブサット「らいちょう」が国際宇宙ステーションから軌道投入されるという、極めて貴重な実践的成果を得

ることができました。運用面では課題も残ったものの、衛星開発から安全審査、打上げ、運用までを一貫して経験できた

ことは、参加した生徒にとって他に代えがたい学習機会となり、今後の宇宙人材育成の重要な基盤となるものです。

本講座は、岐阜大学を中心に、岐阜県、各務原市、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、岐阜工業高等専門学校、東海国

立大学機構航空宇宙生産技術開発センターをはじめ、多くの関係機関の連携のもとで実施されていなす。また、 、フ

ランス 、川崎重工業株式会社など、産学官の幅広い支援によって支えられています。ここに改めて関係各

位に深く感謝申し上げます。

宇宙工学講座は、次世代を担う若者に科学技術への興味と挑戦する心を育むことを目的として、今後も継続的に発展さ

せていく予定です。本講座で得た経験や人とのつながりが、受講生一人ひとりの将来の進路や人生において大きな糧とな

ることを願うとともに、来年度以降も新たな受講生を迎え、地域から宇宙へとつながる人材育成の輪をさらに広げていき

たいです。

国立大学法人東海国立大学機構 岐阜大学 地域連携推進本部

本部長 杉山 誠

特任教授 佐々木 実  
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